
ニュース ＆ イベント

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

シリーズ 皮膚科部長 八木 洋輔情熱の白衣 医師の素顔● 看護師レポート83
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食だより／冬　旬を味わう「かぶのごろごろポタージュスープ」　　お薬ミニ知識／『便秘』のお話　　〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ
かかりつけ医をもちましょう　　2階にミスタードーナツ、ロイヤルデリがオープンしました！／『病院ボランティア会の図書活動』を再開しました！
Topics Box〈ニュース＆イベント〉

News 3年ぶりにクリスマスツリーを
設置しました

　11月21日から12月26日まで、正面玄関にクリスマス
ツリーを設置しました。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた
取り組みとして設置を自粛していたため
3年ぶりのお披露目となり、正面玄関が
華やかになりました。

News NHK海外たすけあい募金に
ご協力ありがとうございました

　当院では12月1日～25日まで院内各所へ募金箱を設置し、皆さまから23,059円
もの心温まるご寄付をいただきました。募金にご協力いただいた皆さま、ありがとう
ございました。今後とも赤十字活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

News本誌「びり～ぶ」について
皆さまのお声をお聞かせください

　今後も皆さまの声を反映しながら、よりよい情報誌にしていき
たいと考えています。ぜひ、皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ
ください。ご協力をお願いいたします。

無機抗菌剤・印刷・印刷面
JP0122518A0001V

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
病院のご案内

https://www.osaka-med.jrc.or.jp

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和5年1月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111■お問い合わせ （代表）
大阪赤十字病院

人事異動情報 （令和４年９月１日付～12月1日付）

「ステンドグラスの葉」 山田 恵子（エイブルアート・カンパニー所属  https://www.ableartcom.jp)

　　 　〈10月1日付〉●腎臓内科部／福島　知穂（専攻医）／山岡　諭史（専攻医）／
西岡　敬祐（非常勤嘱託医師）　●循環器内科部／髙橋　由樹（非常勤嘱託医師）　●脳神
経内科部／野村　倫子（専攻医）　●乳腺外科部／田中 崇誉（専攻医）　●消化器外科部
／沈　由剛（専攻医）　●心臓血管外科部／髙井 文恵（医長）　●皮膚科部／佐々木 洋香
（医師）　●小児科部／白石　恵（専攻医）　●呼吸器内科部／貴志　亮太（専攻医）　●呼吸
器外科部／熊谷　陽介（専攻医）　●脳神経外科部／笹ケ迫 知紀（医師）　●放射線診断
科部／中島　宏徳（医師）　●麻酔科・集中治療部／黒田　友顯（医師）　●救急科部
／徳山　裕貴（専攻医）　●病理診断科部／桜井 孝規（部長）／藤井　大岳（専攻医）
〈11月1日付〉●産婦人科部／福井　希実（専攻医）　〈12月1日付〉●脳神経外科部／
上村 絋也（医師）

採用

　　 　〈9月30日付〉●腎臓内科部／西岡 敬祐（医長）　●循環器内科部／髙橋 由樹
（医長）　●脳神経内科部／玉城　駿介（専攻医）　●心臓血管外科部／辻 崇（医長）
●皮膚科部／藤田　真文（医師）　●小児科部／三谷　一樹（専攻医）　●呼吸器内科部
／田中　佑磨（専攻医）　●脳神経外科部／松川　爽（医師）／笹ケ迫　知紀（非常勤嘱託
医師）／手賀 丈太（非常勤嘱託医師）／永野 祐志（非常勤嘱託医師）／西脇 崇裕貴
（非常勤嘱託医師）　●麻酔科・集中治療部／黒田 友顯（常勤嘱託医師）　●病理診断
科部／嶋田 俊秀（主任部長）／桜井　孝規（非常勤嘱託医師）　〈11月30日付〉●脳神経
外科部／呉　浩一（医師）

退職

転入
海外の紛争、災害、病気で苦しむ人々を支援することを目的に、昭和58年2月から始まった
『海外たすけあい募金』は今年で40回目を迎えます。日赤の国際活動の多くが、このキャン
ペーンの寄付で実施されています。集められた寄付金は、例えば海外で地震、洪水、干ばつ
など災害が起きたときには、被災国の赤十字社からの要請に基づいて、国際赤十字の枠組み
を通して現地の赤十字社に資金が送られます。現地では、国際赤十字の調整のもとに、食料や
緊急救援物資などの購入や、地元に根差した現地赤十字職員やボランティアが物資の配布や
救援活動を行います。また、日本から日赤の職員を派遣して活動していることもあります。

海外たすけあいって？

アンケート方法
右記のQRコードを
携帯電話で読み取り、
回答後、送信してください

https://www.jrc.or.jp赤十字全般

LINE
初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０
再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５

診察券は全科共通で使用いたしますので、
ご来院時には必ずお持ちください。

土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日

平日／１４:００～１９:００ 休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００
小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００
保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

■保険証等

■ご 面 会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　

■診 察 券
■休 診 日

随時配信中！

〈10月1日付〉●心臓血管外科部／西尾 博臣（医長）
転出 〈11月1日付〉●産婦人科部／石田　憲太郎（医師）

フォローしてね友だち登録してね

当院は
敷地内全面
禁煙です
ご理解とご協力を
お願いします。

個人として資金を拠出された場合

についてご 寄 付

TEL ： 06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置 ■表彰制度

●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 社長感謝状

3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書

〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で500万円以上
　　法人・団体の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で1,000万円以上

寄付金の全額（ただし、上限は寄付者の年間
所得額の40％）から2千円を差し引いた額が
寄付者の年間所得総額から控除されます。
（所得税法第78条第2項第3号）

法人として資金を拠出された場合

●特定公益増進法人に対する寄付金の損金算
入限度額を損金に算入することができます。
（法人税法第37条第4項）

ご寄付の連絡先

2.支部長表彰状（感謝状）  
　個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき

※国の表彰については、表彰を代行申請するものであり、ご受章をお約束するものではありません。また、代行申請にあたり別途ご提出いただく書類があります。

日本赤十字社に対してなされた活動資金のご協力
は、税制上の優遇措置が受けられます。

日本赤十字社では、ご寄付いただいた方・法人に対し下記のとおり感謝状などをお贈りしています。

※寄付金損金算入限度額については、法人の資本や
所得金額によって異なります。限度額については税務

　署や税理士の方にご確認ください。

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に励みます。

https://www.osaka-med.jrc.or.jp
ご寄付の方法については、当院ホームページにも掲載しています。

皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

大動脈弁狭窄症について
令和4年12月『ハイブリッド手術室』完成！
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図3
当院のハイブリッド手術室
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『ハイブリッド手術室』完成！
大動脈弁狭窄症について

　
昨
今
、日
本
で
は『
高
齢
化
社
会
』が
進
み
、医

療
界
で
は『
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
』と
い
う
言
葉

が
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、こ
こ
10
年

余
の
間
、心
不
全
に
よ
る
入
院
患
者
数
が
毎
年

１
万
人
ず
つ
増
加
し
て
３
０
０
万
人
を
越
え
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と（
左
図
１
）に
対
す
る
危
機
感
を

表
し
て
い
ま
す
。こ
の
急
増
に
対
し
て
、全
国
の

病
院
で
は
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

高
齢
化
が
急
激
に
進
行
し（
左
図
２
）、高
齢
者
の

心
不
全
発
症
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
当
院
の
循
環
器
内
科
に
入
院
さ
れ
る
患
者
さ

ん
の
内
訳
で
も
、四
半
世
紀
前
に
は
、90
歳
以
上

の
方
が
入
院
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
し
た
が
、こ
こ

数
年
は
90
歳
以
上
の
患
者
さ
ん
が
常
に
１

割
以
上
を
占
め
、85
歳
以
上
の
方
で
４
分

の
１
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、年
齢
分
布

が
超
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
大
多

数
が
心
不
全
の
た
め
に
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
不
全
で
入
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
基
礎
疾

患
と
し
て
は
、半
世
紀
程
前
ま
で
は
僧
帽
弁
の

異
常
に
起
因
す
る
弁
膜
症
が
主
流
で
、最
近
の

四
半
世
紀
で
は
心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心
疾

患
に
よ
る
心
機
能
低
下
や
高
血
圧
性
心
不
全
が

多
数
で
し
た
。そ
れ
が
こ
こ
数
年
は
、大
動
脈
弁

狭
窄
症
を
中
心
と
し
た
弁
膜
症
の
患
者
層
が
再

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
大
動
脈
弁
と
は
、心
臓
か
ら
身
体
へ
血
液
を

送
り
出
す
左
心
室
と
、身
体
に
血
液
を
送
る
動

脈
の
本
幹
で
あ
る
大
動
脈
と
の
間
の
扉
の
よ
う

な
組
織
で
す
。こ
の
弁
の
締
ま
り
が
悪
く
な
り

逆
流
が
起
こ
る
の
が『
大
動
脈
弁
閉
鎖
不
全
症
』

で
す
。反
対
に
、こ
の
弁
の
開
放
が
悪
く
な
り
、

血
液
を
左
心
室
か
ら
拍
出
す
る
こ
と
が
障
害
さ

れ
る
の
が『
大
動
脈
弁
狭
窄
症
』で
す
。大
動
脈

弁
狭
窄
症
が
進
行
す
る
と
、血
液
が
充
分
に
身

体
全
体
に
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
と
な
り
、

左
心
室
内
の
圧
力
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
は
、特
異
的・特
徴
的

と
い
え
る
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

進
行
す
る
と
労
作
時
の
息
切
れ
、胸
痛
、失
神

な
ど
の
非
特
異
的
な
症
状
が
出
て
く
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。一
般
に
、弁
膜
症
の
患
者
さ
ん
は
、

お
そ
ら
く
本
能
的
に
、症
状
が
出
る
手
前
で

労
作
を
止
め
て
い
る
こ
と
が
多
く
、相
当
程
度

進
行
す
る
ま
で
は
自
覚
症
状
を
感
じ
て
い
な
い

方
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。し
た
が
って
、〝
自
覚
症

状
が
な
い
〞方
で
も
既
に
重
症
化
し
て
い
る
こ
と

は
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
何
ら
か
の
症
状
が
出
て
い
る
が
手
術
は
し
て
い

な
い
患
者
群
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、手
術
を
し
な

か
っ
た
場
合
の
平
均
的
な
余
命
は
、胸
痛
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
45
カ
月
、失
神
後
で

は
27
カ
月
、心
不
全
を
起
こ
す
よ
う
に
な
る
と

平
均
11
カ
月
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

有
症
候
性
重
症
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
方
の
生
命

予
後
は
極
め
て
不
良
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、無
症
状
で
あ
っ
て
も
、左
心
室
内
の
圧

力
が
高
い
た
め
、左
心
室
の
組
織
の
変
性
な
ど
が

起
こ
り
、左
心
室
の
収
縮
力
が
低
下
し
て
、ポ
ン

プ
と
し
て
の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

特
に
予
後
が
不
良
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
動
脈
弁
狭
窄
症
は
、①
先
天
性
、②
リ
ウ
マ

チ
性
、③
加
齢
変
性（
動
脈
硬
化
）性
、④
そ
の
他

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
先
天
性
は
文
字
通
り
先
天
的
に
大
動
脈
弁
の

弁
尖
に
異
常
が
あ
る
場
合
を
指
し
ま
す
。正
常

で
は
弁
尖
が
３
枚
の
三
尖
弁
な
の
で
す
が
、１
枚

の一尖
弁
、２
枚
の
二
尖
弁
、４
枚
の
四
尖
弁
な
ど

の
異
常
が
存
在
し
ま
す
。一
尖
弁・四
尖
弁
は
極

め
て
稀
で
、大
多
数
は
二
尖
弁
で
す
。二
尖

大
動
脈
弁
の
方
に
は
大
動
脈
瘤
な
ど
の

大
動
脈
疾
患
も
発
症
す
る
確
率
が
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
リ
ウ
マ
チ
性
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、紛
ら

わ
し
い
の
で
す
が
、い
わ
ゆ
る
関
節
リ
ウ
マ

チ
と
は
無
関
係
で
す
。こ
れ
は
小
児
期
の

感
染
症
の
リ
ウ
マ
チ
熱
の
後
遺
症
と
し
て

発
症
す
る
僧
帽
弁
に
多
い
心
臓
弁
膜
症

を
指
し
ま
す
が
、近
年
で
は
子
ど
も
の
リ

ウ
マ
チ
熱
が
適
切
に
治
療
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、わ
れ
わ
れ
が
遭
遇
す
る
大
動
脈

弁
狭
窄
症
の
圧
倒
的
多
数
が
加
齢
変
性

性
で
、手
術
を
要
す
る
大
動
脈
弁
狭
窄
症

患
者
の
80
％
を
占
め
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。統
計
に
よ
れ
ば
、先
進
国
で
は
、

大
動
脈
弁
狭
窄
症
患
者
は
70
歳
以
下
の

人
口
の
１
％
未
満
で
す
が
、80
歳
以
上
で

は
７
％
の
方
に
見
ら
れ
ま
す
。大
動
脈
弁

が
硬
化
し
て
変
性
し
病
的
狭
窄
症
に
ま

で
至
る
に
は
長
い
年
月
を
要
す
る
の
だ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
ま
す
。し
た
が
って
、わ
れ

わ
れ
が
病
院
で
お
会
い
す
る
大
動
脈
弁

狭
窄
症
患
者
の
大
半
が
80
歳
以
上
で
す
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、高
齢
化
社
会
と
な
っ
た

結
果
と
し
て
大
動
脈
狭
窄
症
患
者
の
増

加
を
見
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
診
断
に
最
も
有

用
な
検
査
手
段
は
心
エコ
ー
図
検
査
で
す
。

心
エ
コ
ー
図
検
査
に
よ
り
、大
動
脈
弁
の

硬
化
の
有
無
、弁
尖
の
数
、狭
窄
の
程
度

な
ど
を
観
察
し
、存
在
診
断
と
重
症
度

診
断
を
行
い
ま
す
。左
心
室
の
収
縮
力
が

低
下
し
て
い
る
な
ど
、通
常
の
安
静
時
の
心

エ
コ
ー
図
検
査
で
は
重
症
度
評
価
が
困
難
な

場
合
、負
荷
心
エコ
ー
図
検
査
を
行
っ
て
重
症
度

評
価
を
精
査
し
ま
す
。ま
た
、心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

検
査
で
、左
心
室
と
大
動
脈
の
血
圧
差
を
測
定

し
、大
動
脈
弁
狭
窄
の
程
度
を
計
算
し
て
、心
不

全
を
合
併
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
評
価
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、動
脈
硬
化
型
の
疾
患
の
代
表
の
冠
動

脈
疾
患（
狭
心
症・心
筋
梗
塞
な
ど
）を
合
併
し

て
い
る
症
例
も
多
く
、こ
れ
ら
は
治
療
方
針
に
大

き
く
影
響
し
ま
す
の
で
、冠
動
脈
造
影
に
よ
り

そ
の
診
断
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。冠
動
脈

疾
患
に
関
し
て
は
、最
近
は
造
影
Ｃ
Ｔ
検
査
で

か
な
り
の
程
度
ま
で
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
って

い
ま
す
。ま
た
、治
療
法
の
選
択
に
関
し
て
、造
影

Ｃ
Ｔ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
極
め
て
重
要
で
あ

り
、今
後
は
心
エ
コ
ー
図
検
査
以
外
で
は
、禁
忌

の
な
い
限
り
は
、必
ず
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く

検
査
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
重
症
大
動
脈
弁
狭
窄
症
と
診
断
さ
れ
る
と
、

前
述
の
よ
う
に
極
め
て
予
後
不
良
で
突
然
死
の

可
能
性
も
あ
り
、年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
進

行
し
て
い
く
た
め
、心
不
全
状
態
に
な
る
と
、入

退
院
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
って
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、ひ
ど
く
苦
し
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
疾
患
で

す
の
で
、何
ら
か
の
有
効
な
治
療
を
行
う
こ
と
が

選
択
さ
れ
ま
す
。お
薬
で
心
不
全
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、扉
が
壊
れ
て

開
か
な
く
な
っ
た
よ
う
な
病
態
で
す
か
ら
、今
ま

で
は
弁
を
取
り
替
え
る
手
術
の
み
が
根
治
的
な

〝
治
る
〞治
療
で
し
た
。つ
ま
り
、胸
を
開
け（
開

胸
術
）、さ
ら
に
心
臓
を
包
ん
で
い
る
膜
を
開
け

（
開
心
術
）て
、心
臓
が
直
に
見
え
る
状
態
に
し
て

施
行
す
る
外
科
的
大
動
脈
弁
置
換
術
が
、さ
ま

ざ
ま
な
手
術
の
な
か
で
も
抜
き
ん
出
て
標
準
的

な
治
療
法
と
し
て
施
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
も
、手
術
成
績
も
良
好
で
す
。

　
し
か
し
、近
年
の
高
齢
化
と
大
動
脈
弁
狭
窄

症
患
者
の
急
増
も
あ
い
ま
っ
て
、合
併
疾
患
の
多

い
高
齢
者
や
、呼
吸
機
能
の
悪
い
患
者
数
が
増
加

し
、外
科
的
大
動
脈
弁
置
換
術
施
行
が
困
難

な
例
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。平
成
14
年
に

ヨ
ー
ロッ
パ
で
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
植
込
み

術（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）が
登
場
し
、日
本
で
も
平
成
25
年

に
保
険
適
応
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
治
療
は
、カ
テ
ー

テ
ル
と
よ
ば
れ
る
細
い
管
を
大
動
脈
弁
の
位
置
ま

で
進
め
て
、生
体
弁
の
一
種
を
留
置
す
る
方
法

で
す
。外
科
的
手
術
に
比
較
す
る
と
、体
の
負
担

が
軽
く
、高
齢
者
で
も
受
け
て
い
た
だ
き
や
す
い

手
術
で
、保
険
適
応
以
来
、急
激
に
施
行
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
経
験
と
知
見
の
積
み
重

ね
の
な
か
で
、外
科
的
大
動
脈
弁
置
換
術
施
行

が
高
リ
ス
ク
と
考
え
ら
れ
る
高
齢
の
患
者
層

の
場
合
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
従
来
の
外
科
的
手
術
に
も

劣
ら
ず
、短
期
的・中
期
的
に
は
む
し
ろ
優
れ
て

い
る
と
の
治
療
成
績
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

●
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の「
症
状
」

●
高
齢
社
会
に
み
る

心
不
全
入
院
患
者
の
推
移

TSUKASA  INADA
愛媛県生まれ。京都大学医学部卒業。同大学医学部附属
病院で研修後、静岡県立総合病院で研修医に。平成4年
京都大学大学院医学研究科入学。同大学医学部附属病院
勤務を経て、平成8年当院へ。平成21年循環器内科部長に
就任、平成31年より現職。

循環器内科 主任部長
稲田  司

大
動
脈
弁
狭
窄
症
と
は

令和4年12月、ハイブリッド手術室が完成しました。ハイブリッド手術室では、
大動脈弁狭窄症をはじめ、弁膜疾患に対するカテーテル治療が可能です。
今号では、近年増加傾向にある高齢者の循環器疾患『大動脈弁狭窄症』と
『ハイブリッド手術室』について、紹介します。

資料：棒グラフと実線の高齢化率については、2015年までは総務省「国勢調査」、2018年は総務省「人口推計」（平成30年10月１日確定値）、2020年以
降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果。 （注1）2018年以降の年齢
階級別人口は、総務省統計局「平成27年国勢調査 年齢・国籍不詳をあん分した人口（参考表）」による年齢不詳をあん分した人口に基づいて算出されて
いることから年齢不詳は存在しない。なお、1950年～2015年の高齢化率の算出には分母から年齢不詳を除いている。 （注2）年齢別の結果からは、沖縄県
の昭和25年70歳以上の外国人136人（男55人、女81人）および昭和30年70歳以上23,328人（男8,090人、女15,238人）を除いている。 （注3）将来
人口推計とは，基準時点までに得られた人口学的データに基づき、それまでの傾向、趨勢を将来に向けて投影するものである。基準時点以降の構造的な変化
などにより、推計以降に得られる実績や新たな将来推計との間には乖離が生じうるものであり、将来推計人口はこのような実績等を踏まえて定期的に見直す
こととしている。

高齢化の推移と将来推計
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●日本の心不全入院患者数は、毎年1万人ずつ増加している
▼心不全入院者数の推移（JROAD2013-2021）図1

●総人口が減少するなかで高齢化率は上昇を続けている
▼日本の人口動態推移図2

●
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の「
種
類
」

●
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の「
診
断・検
査
」

●
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の「
治
療
」

令和4年12月

　
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
施
行
に
は
か
な
り
厳
し
い
施
設
の

認
定
条
件
を
厚
生
労
働
省
が
課
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
条
件
の
ひ
と
つ
に
、『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
』

と
呼
ば
れ
る
カ
テ
ー
テ
ル
も
で
き
る
特
殊
な
手
術

室
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す（
上
図
３
）。

当
院
で
は
昨
年『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
』が
完
成

し
、本
年
か
ら
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
実
施
施
設
と
し
て

認
定
さ
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
が
あ
れ
ば
、大
動
脈
弁
狭
窄
症

ば
か
り
で
な
く
、そ
れ
以
外
の
弁
膜
疾
患
に
対
す

る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
も
実
施
可
能
で
す
。今
ま
で

は
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
適
応
だ
と
当
院
で
判
断
し
た

患
者
さ
ん
に
は
、実
施
施
設
を
紹
介
し
て
い
ま
し

た
が
、今
後
は
そ
う
いっ
た
患
者
さ
ん
に
も
、当
院

で
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室

実績値

3 2
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図3
当院のハイブリッド手術室
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『ハイブリッド手術室』完成！
大動脈弁狭窄症について

　
昨
今
、日
本
で
は『
高
齢
化
社
会
』が
進
み
、医

療
界
で
は『
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
』と
い
う
言
葉

が
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、こ
こ
10
年

余
の
間
、心
不
全
に
よ
る
入
院
患
者
数
が
毎
年

１
万
人
ず
つ
増
加
し
て
３
０
０
万
人
を
越
え
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と（
左
図
１
）に
対
す
る
危
機
感
を

表
し
て
い
ま
す
。こ
の
急
増
に
対
し
て
、全
国
の

病
院
で
は
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

高
齢
化
が
急
激
に
進
行
し（
左
図
２
）、高
齢
者
の

心
不
全
発
症
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
当
院
の
循
環
器
内
科
に
入
院
さ
れ
る
患
者
さ

ん
の
内
訳
で
も
、四
半
世
紀
前
に
は
、90
歳
以
上

の
方
が
入
院
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
し
た
が
、こ
こ

数
年
は
90
歳
以
上
の
患
者
さ
ん
が
常
に
１

割
以
上
を
占
め
、85
歳
以
上
の
方
で
４
分

の
１
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、年
齢
分
布

が
超
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
大
多

数
が
心
不
全
の
た
め
に
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
不
全
で
入
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
基
礎
疾

患
と
し
て
は
、半
世
紀
程
前
ま
で
は
僧
帽
弁
の

異
常
に
起
因
す
る
弁
膜
症
が
主
流
で
、最
近
の

四
半
世
紀
で
は
心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心
疾

患
に
よ
る
心
機
能
低
下
や
高
血
圧
性
心
不
全
が

多
数
で
し
た
。そ
れ
が
こ
こ
数
年
は
、大
動
脈
弁

狭
窄
症
を
中
心
と
し
た
弁
膜
症
の
患
者
層
が
再

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
大
動
脈
弁
と
は
、心
臓
か
ら
身
体
へ
血
液
を

送
り
出
す
左
心
室
と
、身
体
に
血
液
を
送
る
動

脈
の
本
幹
で
あ
る
大
動
脈
と
の
間
の
扉
の
よ
う

な
組
織
で
す
。こ
の
弁
の
締
ま
り
が
悪
く
な
り

逆
流
が
起
こ
る
の
が『
大
動
脈
弁
閉
鎖
不
全
症
』

で
す
。反
対
に
、こ
の
弁
の
開
放
が
悪
く
な
り
、

血
液
を
左
心
室
か
ら
拍
出
す
る
こ
と
が
障
害
さ

れ
る
の
が『
大
動
脈
弁
狭
窄
症
』で
す
。大
動
脈

弁
狭
窄
症
が
進
行
す
る
と
、血
液
が
充
分
に
身

体
全
体
に
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
と
な
り
、

左
心
室
内
の
圧
力
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
は
、特
異
的・特
徴
的

と
い
え
る
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

進
行
す
る
と
労
作
時
の
息
切
れ
、胸
痛
、失
神

な
ど
の
非
特
異
的
な
症
状
が
出
て
く
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。一
般
に
、弁
膜
症
の
患
者
さ
ん
は
、

お
そ
ら
く
本
能
的
に
、症
状
が
出
る
手
前
で

労
作
を
止
め
て
い
る
こ
と
が
多
く
、相
当
程
度

進
行
す
る
ま
で
は
自
覚
症
状
を
感
じ
て
い
な
い

方
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。し
た
が
って
、〝
自
覚
症

状
が
な
い
〞方
で
も
既
に
重
症
化
し
て
い
る
こ
と

は
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
何
ら
か
の
症
状
が
出
て
い
る
が
手
術
は
し
て
い

な
い
患
者
群
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、手
術
を
し
な

か
っ
た
場
合
の
平
均
的
な
余
命
は
、胸
痛
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
45
カ
月
、失
神
後
で

は
27
カ
月
、心
不
全
を
起
こ
す
よ
う
に
な
る
と

平
均
11
カ
月
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

有
症
候
性
重
症
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
方
の
生
命

予
後
は
極
め
て
不
良
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、無
症
状
で
あ
っ
て
も
、左
心
室
内
の
圧

力
が
高
い
た
め
、左
心
室
の
組
織
の
変
性
な
ど
が

起
こ
り
、左
心
室
の
収
縮
力
が
低
下
し
て
、ポ
ン

プ
と
し
て
の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

特
に
予
後
が
不
良
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
動
脈
弁
狭
窄
症
は
、①
先
天
性
、②
リ
ウ
マ

チ
性
、③
加
齢
変
性（
動
脈
硬
化
）性
、④
そ
の
他

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
先
天
性
は
文
字
通
り
先
天
的
に
大
動
脈
弁
の

弁
尖
に
異
常
が
あ
る
場
合
を
指
し
ま
す
。正
常

で
は
弁
尖
が
３
枚
の
三
尖
弁
な
の
で
す
が
、１
枚

の一尖
弁
、２
枚
の
二
尖
弁
、４
枚
の
四
尖
弁
な
ど

の
異
常
が
存
在
し
ま
す
。一
尖
弁・四
尖
弁
は
極

め
て
稀
で
、大
多
数
は
二
尖
弁
で
す
。二
尖

大
動
脈
弁
の
方
に
は
大
動
脈
瘤
な
ど
の

大
動
脈
疾
患
も
発
症
す
る
確
率
が
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
リ
ウ
マ
チ
性
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、紛
ら

わ
し
い
の
で
す
が
、い
わ
ゆ
る
関
節
リ
ウ
マ

チ
と
は
無
関
係
で
す
。こ
れ
は
小
児
期
の

感
染
症
の
リ
ウ
マ
チ
熱
の
後
遺
症
と
し
て

発
症
す
る
僧
帽
弁
に
多
い
心
臓
弁
膜
症

を
指
し
ま
す
が
、近
年
で
は
子
ど
も
の
リ

ウ
マ
チ
熱
が
適
切
に
治
療
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、わ
れ
わ
れ
が
遭
遇
す
る
大
動
脈

弁
狭
窄
症
の
圧
倒
的
多
数
が
加
齢
変
性

性
で
、手
術
を
要
す
る
大
動
脈
弁
狭
窄
症

患
者
の
80
％
を
占
め
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。統
計
に
よ
れ
ば
、先
進
国
で
は
、

大
動
脈
弁
狭
窄
症
患
者
は
70
歳
以
下
の

人
口
の
１
％
未
満
で
す
が
、80
歳
以
上
で

は
７
％
の
方
に
見
ら
れ
ま
す
。大
動
脈
弁

が
硬
化
し
て
変
性
し
病
的
狭
窄
症
に
ま

で
至
る
に
は
長
い
年
月
を
要
す
る
の
だ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
ま
す
。し
た
が
って
、わ
れ

わ
れ
が
病
院
で
お
会
い
す
る
大
動
脈
弁

狭
窄
症
患
者
の
大
半
が
80
歳
以
上
で
す
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、高
齢
化
社
会
と
な
っ
た

結
果
と
し
て
大
動
脈
狭
窄
症
患
者
の
増

加
を
見
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
診
断
に
最
も
有

用
な
検
査
手
段
は
心
エコ
ー
図
検
査
で
す
。

心
エ
コ
ー
図
検
査
に
よ
り
、大
動
脈
弁
の

硬
化
の
有
無
、弁
尖
の
数
、狭
窄
の
程
度

な
ど
を
観
察
し
、存
在
診
断
と
重
症
度

診
断
を
行
い
ま
す
。左
心
室
の
収
縮
力
が

低
下
し
て
い
る
な
ど
、通
常
の
安
静
時
の
心

エ
コ
ー
図
検
査
で
は
重
症
度
評
価
が
困
難
な

場
合
、負
荷
心
エコ
ー
図
検
査
を
行
っ
て
重
症
度

評
価
を
精
査
し
ま
す
。ま
た
、心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

検
査
で
、左
心
室
と
大
動
脈
の
血
圧
差
を
測
定

し
、大
動
脈
弁
狭
窄
の
程
度
を
計
算
し
て
、心
不

全
を
合
併
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
評
価
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、動
脈
硬
化
型
の
疾
患
の
代
表
の
冠
動

脈
疾
患（
狭
心
症・心
筋
梗
塞
な
ど
）を
合
併
し

て
い
る
症
例
も
多
く
、こ
れ
ら
は
治
療
方
針
に
大

き
く
影
響
し
ま
す
の
で
、冠
動
脈
造
影
に
よ
り

そ
の
診
断
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。冠
動
脈

疾
患
に
関
し
て
は
、最
近
は
造
影
Ｃ
Ｔ
検
査
で

か
な
り
の
程
度
ま
で
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
って

い
ま
す
。ま
た
、治
療
法
の
選
択
に
関
し
て
、造
影

Ｃ
Ｔ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
極
め
て
重
要
で
あ

り
、今
後
は
心
エ
コ
ー
図
検
査
以
外
で
は
、禁
忌

の
な
い
限
り
は
、必
ず
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く

検
査
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
重
症
大
動
脈
弁
狭
窄
症
と
診
断
さ
れ
る
と
、

前
述
の
よ
う
に
極
め
て
予
後
不
良
で
突
然
死
の

可
能
性
も
あ
り
、年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
進

行
し
て
い
く
た
め
、心
不
全
状
態
に
な
る
と
、入

退
院
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
って
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、ひ
ど
く
苦
し
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
疾
患
で

す
の
で
、何
ら
か
の
有
効
な
治
療
を
行
う
こ
と
が

選
択
さ
れ
ま
す
。お
薬
で
心
不
全
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、扉
が
壊
れ
て

開
か
な
く
な
っ
た
よ
う
な
病
態
で
す
か
ら
、今
ま

で
は
弁
を
取
り
替
え
る
手
術
の
み
が
根
治
的
な

〝
治
る
〞治
療
で
し
た
。つ
ま
り
、胸
を
開
け（
開

胸
術
）、さ
ら
に
心
臓
を
包
ん
で
い
る
膜
を
開
け

（
開
心
術
）て
、心
臓
が
直
に
見
え
る
状
態
に
し
て

施
行
す
る
外
科
的
大
動
脈
弁
置
換
術
が
、さ
ま

ざ
ま
な
手
術
の
な
か
で
も
抜
き
ん
出
て
標
準
的

な
治
療
法
と
し
て
施
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
も
、手
術
成
績
も
良
好
で
す
。

　
し
か
し
、近
年
の
高
齢
化
と
大
動
脈
弁
狭
窄

症
患
者
の
急
増
も
あ
い
ま
っ
て
、合
併
疾
患
の
多

い
高
齢
者
や
、呼
吸
機
能
の
悪
い
患
者
数
が
増
加

し
、外
科
的
大
動
脈
弁
置
換
術
施
行
が
困
難

な
例
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。平
成
14
年
に

ヨ
ー
ロッ
パ
で
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
植
込
み

術（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）が
登
場
し
、日
本
で
も
平
成
25
年

に
保
険
適
応
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
治
療
は
、カ
テ
ー

テ
ル
と
よ
ば
れ
る
細
い
管
を
大
動
脈
弁
の
位
置
ま

で
進
め
て
、生
体
弁
の
一
種
を
留
置
す
る
方
法

で
す
。外
科
的
手
術
に
比
較
す
る
と
、体
の
負
担

が
軽
く
、高
齢
者
で
も
受
け
て
い
た
だ
き
や
す
い

手
術
で
、保
険
適
応
以
来
、急
激
に
施
行
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
経
験
と
知
見
の
積
み
重

ね
の
な
か
で
、外
科
的
大
動
脈
弁
置
換
術
施
行

が
高
リ
ス
ク
と
考
え
ら
れ
る
高
齢
の
患
者
層

の
場
合
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
従
来
の
外
科
的
手
術
に
も

劣
ら
ず
、短
期
的・中
期
的
に
は
む
し
ろ
優
れ
て

い
る
と
の
治
療
成
績
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

●
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の「
症
状
」

●
高
齢
社
会
に
み
る

心
不
全
入
院
患
者
の
推
移

TSUKASA  INADA
愛媛県生まれ。京都大学医学部卒業。同大学医学部附属
病院で研修後、静岡県立総合病院で研修医に。平成4年
京都大学大学院医学研究科入学。同大学医学部附属病院
勤務を経て、平成8年当院へ。平成21年循環器内科部長に
就任、平成31年より現職。

循環器内科 主任部長
稲田  司

大
動
脈
弁
狭
窄
症
と
は

令和4年12月、ハイブリッド手術室が完成しました。ハイブリッド手術室では、
大動脈弁狭窄症をはじめ、弁膜疾患に対するカテーテル治療が可能です。
今号では、近年増加傾向にある高齢者の循環器疾患『大動脈弁狭窄症』と
『ハイブリッド手術室』について、紹介します。

資料：棒グラフと実線の高齢化率については、2015年までは総務省「国勢調査」、2018年は総務省「人口推計」（平成30年10月１日確定値）、2020年以
降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果。 （注1）2018年以降の年齢
階級別人口は、総務省統計局「平成27年国勢調査 年齢・国籍不詳をあん分した人口（参考表）」による年齢不詳をあん分した人口に基づいて算出されて
いることから年齢不詳は存在しない。なお、1950年～2015年の高齢化率の算出には分母から年齢不詳を除いている。 （注2）年齢別の結果からは、沖縄県
の昭和25年70歳以上の外国人136人（男55人、女81人）および昭和30年70歳以上23,328人（男8,090人、女15,238人）を除いている。 （注3）将来
人口推計とは，基準時点までに得られた人口学的データに基づき、それまでの傾向、趨勢を将来に向けて投影するものである。基準時点以降の構造的な変化
などにより、推計以降に得られる実績や新たな将来推計との間には乖離が生じうるものであり、将来推計人口はこのような実績等を踏まえて定期的に見直す
こととしている。

高齢化の推移と将来推計
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●日本の心不全入院患者数は、毎年1万人ずつ増加している
▼心不全入院者数の推移（JROAD2013-2021）図1

●総人口が減少するなかで高齢化率は上昇を続けている
▼日本の人口動態推移図2

●
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の「
種
類
」

●
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の「
診
断・検
査
」

●
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の「
治
療
」

令和4年12月

　
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
施
行
に
は
か
な
り
厳
し
い
施
設
の

認
定
条
件
を
厚
生
労
働
省
が
課
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
条
件
の
ひ
と
つ
に
、『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
』

と
呼
ば
れ
る
カ
テ
ー
テ
ル
も
で
き
る
特
殊
な
手
術

室
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す（
上
図
３
）。

当
院
で
は
昨
年『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
』が
完
成

し
、本
年
か
ら
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
実
施
施
設
と
し
て

認
定
さ
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
が
あ
れ
ば
、大
動
脈
弁
狭
窄
症

ば
か
り
で
な
く
、そ
れ
以
外
の
弁
膜
疾
患
に
対
す

る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
も
実
施
可
能
で
す
。今
ま
で

は
、Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
適
応
だ
と
当
院
で
判
断
し
た

患
者
さ
ん
に
は
、実
施
施
設
を
紹
介
し
て
い
ま
し

た
が
、今
後
は
そ
う
いっ
た
患
者
さ
ん
に
も
、当
院

で
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室

実績値

3 2
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祖
母
の
お
見
舞
い
で
定
期
的
に

病
院
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

中
学
の
頃
か
ら
な
ん
と
な
く「
将
来

は
看
護
師
に
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

成
長
し
て
憧
れ
が
志
望
に
変
わ
る
な
か
、「
早
く

現
場
で
活
躍
し
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
強
く

な
り
、高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
准
看
護
師
の

道
へ
。堺
市
に
あ
る
病
院
で
働
き
な
が
ら
学
び
、

正
看
護
師
と
な
っ
た
後
、も
っ
と
視
野
を
広
げ

た
い
と
思
い
、規
模
の
大
き
な
当
院
に
移
り

ま
し
た
。そ
こ
で
最
初
の
上
司
で
あ
る
師
長
に

出
会
い
、「
こ
ん
な
に
立
派
な
方
が
い
る
ん
だ
」

と
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
や
が
て
部
署
が
変
わ
り
、行
く
先
々
で
上
司

に
恵
ま
れ
た
も
の
の
、逆
に「
私
は
こ
う
い
う
上
に
立
て
る

人
間
で
は
な
い
」と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
は
前
向
き
に
な
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
私
を
勇
気
づ
け
た
の
が
、上
司
の

「
最
初
か
ら
立
派
で
な
く
て
も
、ス
タ
ッ
フ
が
育
て
て
く
れ
る

か
ら
大
丈
夫
」と
い
う
言
葉
で
す
。師
長
と
い
う
役
職
を

預
か
っ
た
今
も
、ま
だ
そ
れ
に
値
す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、

「
自
分
が
し
た
か
っ
た
」こ
と
も
含
め
て
、患
者
さ
ん
の
た
め
に

「
で
き
る
だ
け
や
っ
て
ほ
し
い
」こ
と
を
、若
い
方
々
に
伝
え
ら

れ
た
ら
と
思
って
い
ま
す
。

　
看
護
に
お
い
て
大
切
な
の
は
、

患
者
さ
ん
の
心
や
身
体
の
状
態

に〝
気
づ
く
〞こ
と
。そ
の
た
め
に

は
、ま
ず
自
分
へ
の〝
気
づ
き
〞を

深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。単
に

ミ
ス
を
反
省
す
る
だ
け
で
は
な
く
、う
ま
く
いっ
た
と
き
に
も

「
な
ぜ
、で
き
た
の
か
」「
ど
ん
な
と
き
に
、う
ま
く
い
く
か
」を

み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
、自
分
に
も
、患
者
さ
ん
に
も
、

で
き
る
だ
け
時
間
を
か
け
て
向
き
合
って
ほ
し
い
。そ
の
な
か

で
、看
護
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
に
気
づ
い
て
く
れ
る
人
を
、

部
署
全
体
で
育
て
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大阪府生まれ。平成5年大阪赤十字病院に入職。血液内科、消化器内科など、内科中心にさまざまな部署を経験。
平成24年に看護係長へ。令和2年4月より現職。

看護師レポート YUKIKO MATSUNAGA83

患者さんと関わる時間を、
大切にできる人を育てたい

看
護
師
長

松
永
有
希
子

　「
子
ど
も
の
と
き
は
科
学
者
に
な
り

た
か
っ
た
」と
打
ち
明
け
る
八
木
医
師
。

医
学
部
時
代
も
、他
の
学
生
は
敬
遠
す

る
研
究
実
習
に
嬉
々
と
し
て
取
り
組
み
、

研
究
テ
ー
マ
が
多
い
か
ら
と
皮
膚
科
の

分
野
へ
。卒
業
後
に
京
都
大
学
の
医
局

に
入
る
道
を
選
ん
だ
の
も
、「
関
西
の

傑
出
し
た
研
究
拠
点
だ
か
ら
」と
い
う

徹
底
ぶ
り
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
研
究
に
対
す
る
情
熱
が
、臨

床
へ
と
移
って
いっ
た
の
は
、京
都
大
学
の

大
学
院
生
だ
っ
た
と
き
。「
周
り
の
優
秀

な
研
究
者
た
ち
と
し
の
ぎ
を
削
る
よ
り
、

ひ
と
り
の
臨
床
医
と
し
て
、患
者
さ
ん

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
全
う
し
た
い

と
思
っ
た
ん
で
す
」。自
身
を
研
究
に

惹
き
つ
け
て
い
た
の
は
、〝
分
か
ら
な
い

こ
と
が
分
か
る
〞喜
び
。た
と
え
研
究
の

最
前
線
に
立
た
な
く
て
も
、そ
の
す
ば

ら
し
い
知
を
、必
要
と
す
る
人
の
た
め
に

活
か
す
こ
と
は
で
き
る
。そ
う
思
う
か

ら
こ
そ
、多
忙
な
日
々
の
な
か
で
も
、

常
に
新
し
い
研
究
事
例
な
ど
の
情
報

収
集
に
努
め
て
い
る
。

　「
大
学
院
時
代
に
研
究
し
て
い
た

の
は
、〝
傷
の
治
り
方
〞。ど
う
す
れ
ば

術
後
の
傷
を
よ
り
き
れ
い
に
治
せ
る
か

な
ど
、当
院
の
皮
膚
科
で
も
活
か
せ
る

こ
と
が
多
い
で
す
」。八
木
医
師
い
わ
く
、

最
先
端
の
研
究
は
、皮
膚
科
の
治
療
に

も
飛
躍
的
な
発
展
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
。「
た
と
え
ば
、病
気
の
も
と
に

な
る
タ
ン
パ
ク
質
を
抑
え
る
治
療
法
が
、

次
々
と
発
見
さ
れ
て
い
て
、そ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で

太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た
病
気
に

も
、き
っ
と
対
処
で
き
る
よ
う
に
な

る
は
ず
で
す
」。諦
め
ず
に
努
力

し
続
け
れ
ば
、い
つ
か
必
ず
道
が

開
か
れ
る
。八
木
医
師
の
好
き
な

〝
為
せ
ば
成
る
〞と
い
う
言
葉
は
、

研
究
や
治
療
へ
の
地
道
な
取
り
組

み
の
原
動
力
で
も
あ
っ
た
。

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
当
院
に

入
職
し
た
八
木
医
師
、実
は
過
去
に

も
当
院
に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

「
前
に
比
べ
て
働
き
方
が
見
直
さ
れ
、

業
務
に
集
中
で
き
る
体
制
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
」。令
和
４
年
に
は
自
ら

が
、皮
膚
科
を
束
ね
る
部
長
に
就
任
。

「
み
ん
な
で
協
力
し
て
、ス
タ
ッ
フ
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
め
ざ
す
働
き
方
を

実
現
で
き
た
ら
」と
、科
の
今
後
を
展

望
し
て
い
る
。「
皮
膚
科
の
診
断
に
大
切

な
の
は
、し
っ
か
り
と
目
や
触
診
で
患
部

の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
。時
間
が
か

か
る
治
療
の
場
合
に
は
、あ
ら
か
じ
め

患
者
さ
ん
に
心
構
え
を
し
て
も
ら
い
、

二
人
三
脚
で
歩
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
」。そ
う
し
た
丁
寧
な
ケ
ア
を
行

う
た
め
に
も
、ま
ず
医
療
側
の
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
。「
た
と

え
薬
や
治
療
法
が
前
回
の
診
察
と
変

わ
ら
な
く
て
も
、新
し
い
情
報
な
ど
を

伝
え
る
こ
と
で
、〝
来
て
よ
か
っ
た
〞と
満

足
し
て
も
ら
え
る
科
を
め
ざ
し
た
い
」

と
語
る
八
木
医
師
。研
究
へ
の
視
線
が
、

患
者
さ
ん
への
ま
な
ざ
し
に
変
わ
って
も
、

そ
の
熱
意
は
変
わ
ら
な
い
。

〝
受
診
し
て
よ
か
っ
た
〞と
、

満
足
さ
れ
る
皮
膚
科
で
あ
り
た
い

皮
膚
科
部
長
八
木
洋
輔

研
究
に
没
頭
し
た
日
々
が

今
も
診
療
に
活
き
て
い
る

自
ら
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
に
も

ゆ
と
り
あ
る
診
察
を

Y
O
S
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シ
リ
ー
ズ

「
何
食
べ
た
い
？
」と
聞
か
れ
た
ら

「
カ
レ
ー
」一
択

情
熱
の
白
衣
医
師
の
素
顔
●83

大阪府出身。平成17年広島大学医学部卒業。京都大学医学部附属病院皮膚科で研修後、天理よろづ相談所病院に入職。平成21年京都大学大学院医学研究科へ進み、研究に没頭。
平成26年大阪赤十字病院、福井赤十字病院を経て、令和3年4月より再び当院へ。令和4年4月より現職。

★新型コロナウイルス感染症対策により、マスク着用での取材とさせていただきました。

　
か
ぶ
は
白
菜
や
キ
ャベツ
と
同
じ
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
で
す
。関
西
地
方
で
は「
か
ぶ
ら
」、春
の
七
草
で
は

「
す
ず
な
」と
いっ
た
呼
び
方
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。11
月
〜
２
月
の
寒
い
時
期
の
か
ぶ
は
、甘
み
が
強
く

や
わ
ら
か
い
の
が
特
徴
で
す
。あ
っ
さ
り
と
し
た
ク
セ
の
な
い
味
の
た
め
和
洋
中
問
わ
ず
使
用
で
き
、生
で
も

加
熱
調
理
し
て
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
主
に
根
の
部
分
を
食
べ
ま
す
が
、葉
の
部
分
に
も
β
カ
ロ
テ
ン
、ビ
タ
ミ
ン
B2
、カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
が
含
ま
れ

て
お
り
、栄
養
素
は
根
よ
り
葉
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。葉
の
部
分
は
つい
捨
て
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、茹
で
た
も
の
を
細
か
く
刻
ん
で
冷
凍
保
存
す

れ
ば
、料
理
の
彩
り
と
し
て
も
使
用
で
き
る
の
で
、ぜ
ひ
活
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。他
に
も
か
ぶ
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め

の
豆
知
識
を
紹
介
し
ま
す
。

旬
を
味
わ
う

「
か
ぶ
の
ご
ろ
ご
ろ
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
」

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士

光
田
千
穂

ミニ知識 薬剤部 薬事衛生課
森本 美紗子お薬

便
通
は
本
来
、毎
日
あ
る
の
が
健
康
な
状
態
で
す
。排
便
が
３
日
以
上
な
か
っ
た
り
、

便
が
硬
く
て
量
が
少
な
く
、残
便
感
が
あ
っ
た
り
す
る
状
態
を『
便
秘
』と
呼
び
ま
す
。

多
く
は
、水
分
や
食
事（
主
に
食
物
繊
維
）の
摂
取
不
足
、ス
ト
レ
ス
、運
動
量
の
減
少
、加
齢

な
ど
に
よ
り
腸
の
動
き
が
低
下
す
る
こ
と
で
生
じ
、年
々
患
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
便
秘
は
生
活
の
質
を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、心
血
管
疾
患
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

病
気
の一因
と
な
る
た
め
、し
っ
か
り
治
療
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
下
剤
を
選
ぶ
際
に
は
、便
秘
の
状
態
や
下
剤
の
特
徴
、体
質・生
活
習
慣
な
ど
を
考
慮
し

て
自
分
に
あ
っ
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
で
す
。今
回
紹
介
し
た
下
剤
以
外
に
も
、

近
年
新
し
い
作
用
の
下
剤
が
多
数
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。便
秘
で
お
困
り
の
方
は
、医
師
、

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

冬

『
便
秘
』の
お
話

20代の頃からハマっているのが、
劇団の舞台鑑賞です。

3個
小さじ1
200cc
200cc
5ｇ

小さじ1/3
適量
適量

2～3枚
適量

〈材料〉（2人分）
かぶ
コンソメ
水
牛乳
バター
塩
こしょう
かぶの葉
ベーコン
オリーブオイル

〈作り方〉
❶4等分にしたかぶ、コンソメ、水を鍋
　に入れてフタをし、弱火で15分程度
　加熱する。
❷かぶがやわらかくなったら、お玉や
　フォークなどで形が残る程度に潰し、
牛乳、バター、塩、こしょうを加え
ひと煮立ちさせる。

❸かぶの葉をみじん切り、ベーコンは
　細切りにして、フライパンにオリー
　ブオイルを入れて炒める。
❹スープを器に盛り、③をのせて完成。

❶
適
度
な
便
の
量

❷
便
を
適
度
な
軟
ら
か
さ
に
保
つ
た
め
の
水
分

❸
便
を
押
し
出
す
た
め
の
腸
の
適
度
な
動
き

■
便
秘
を
改
善
す
る
に
は

　
こ
れ
ら
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
く
た
め
に
は
、規
則
正
し
い
生
活
習
慣
が
大
切
で
す
が
、下
剤
を

使
わ
な
け
れ
ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。下
剤
に
は
大
き
く
分
け
て
刺
激
性

下
剤
と
非
刺
激
性
下
剤
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
便
秘
を
改
善
す
る
に
は
、次
の
３
点
が
必
要
で
す
。

腸
を
直
接
刺
激
し
て
ぜ
ん
ど
う
運
動
を
引
き
起
こ
し
、便
を
排
出

効

   

能
効
き
目
を
実
感
し
や
す
い

メ
リ
ッ
ト

お
腹
が
痛
く
な
る
こ
と
が
あ
る
／
癖
に
な
り
や
す
い

デ
メ
リ
ッ
ト

・
セ
ン
ナ（
ヨ
ー
デ
ル
®
／
ア
ロ
ー
ゼ
ン
®
）

・
セ
ン
ノ
シ
ド（
プ
ル
ゼ
ニ
ド
®
）

・
ピ
コ
ス
ル
フ
ァ
ー
ト
ナ
ト
リ
ウ
ム（
ラ
キ
ソ
ベ
ロ
ン
®
）　
な
ど

代
表
的
な
薬
剤

◆
刺
激
性
下
剤腸

に
水
分
を
集
め
る
こ
と
で
便
を
軟
ら
か
く
し
、排
出
し
や
す
く
す
る

お
腹
が
痛
く
な
り
に
く
い
／
癖
に
な
り
に
く
い

腎
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
は
注
意
が
必
要

・
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム（
マ
グ
ミ
ッ
ト
®
）　
な
ど

代
表
的
な
薬
剤

◆
非
刺
激
性
下
剤

昨年10月に
鑑賞した舞台の
パンフレット

・
葉
が
み
ず
み
ず
し
い
も
の
、茎
の
付
け
根
が
淡
い
緑
色
の

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
葉
を
付
け
た
ま
ま
に
す
る
と
根
の
水
分
が
奪
わ
れ
て
し

ま
う
た
め
、葉
は
切
り
落
と
し
て
別
々
に
保
存
し
ま

し
ょ
う
。

・
よ
り
鮮
度
を
保
つ
た
め
に
、立
て
た
状
態
に
し
て
冷
蔵
庫

で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

効

   

能

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

休日は愛娘と近所の
公園に出かけてリフレッシュ。
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祖
母
の
お
見
舞
い
で
定
期
的
に

病
院
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

中
学
の
頃
か
ら
な
ん
と
な
く「
将
来

は
看
護
師
に
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

成
長
し
て
憧
れ
が
志
望
に
変
わ
る
な
か
、「
早
く

現
場
で
活
躍
し
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
強
く

な
り
、高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
准
看
護
師
の

道
へ
。堺
市
に
あ
る
病
院
で
働
き
な
が
ら
学
び
、

正
看
護
師
と
な
っ
た
後
、も
っ
と
視
野
を
広
げ

た
い
と
思
い
、規
模
の
大
き
な
当
院
に
移
り

ま
し
た
。そ
こ
で
最
初
の
上
司
で
あ
る
師
長
に

出
会
い
、「
こ
ん
な
に
立
派
な
方
が
い
る
ん
だ
」

と
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
や
が
て
部
署
が
変
わ
り
、行
く
先
々
で
上
司

に
恵
ま
れ
た
も
の
の
、逆
に「
私
は
こ
う
い
う
上
に
立
て
る

人
間
で
は
な
い
」と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
は
前
向
き
に
な
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
私
を
勇
気
づ
け
た
の
が
、上
司
の

「
最
初
か
ら
立
派
で
な
く
て
も
、ス
タ
ッ
フ
が
育
て
て
く
れ
る

か
ら
大
丈
夫
」と
い
う
言
葉
で
す
。師
長
と
い
う
役
職
を

預
か
っ
た
今
も
、ま
だ
そ
れ
に
値
す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、

「
自
分
が
し
た
か
っ
た
」こ
と
も
含
め
て
、患
者
さ
ん
の
た
め
に

「
で
き
る
だ
け
や
っ
て
ほ
し
い
」こ
と
を
、若
い
方
々
に
伝
え
ら

れ
た
ら
と
思
って
い
ま
す
。

　
看
護
に
お
い
て
大
切
な
の
は
、

患
者
さ
ん
の
心
や
身
体
の
状
態

に〝
気
づ
く
〞こ
と
。そ
の
た
め
に

は
、ま
ず
自
分
へ
の〝
気
づ
き
〞を

深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。単
に

ミ
ス
を
反
省
す
る
だ
け
で
は
な
く
、う
ま
く
いっ
た
と
き
に
も

「
な
ぜ
、で
き
た
の
か
」「
ど
ん
な
と
き
に
、う
ま
く
い
く
か
」を

み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
、自
分
に
も
、患
者
さ
ん
に
も
、

で
き
る
だ
け
時
間
を
か
け
て
向
き
合
って
ほ
し
い
。そ
の
な
か

で
、看
護
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
に
気
づ
い
て
く
れ
る
人
を
、

部
署
全
体
で
育
て
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大阪府生まれ。平成5年大阪赤十字病院に入職。血液内科、消化器内科など、内科中心にさまざまな部署を経験。
平成24年に看護係長へ。令和2年4月より現職。

看護師レポート YUKIKO MATSUNAGA83

患者さんと関わる時間を、
大切にできる人を育てたい

看
護
師
長

松
永
有
希
子

　「
子
ど
も
の
と
き
は
科
学
者
に
な
り

た
か
っ
た
」と
打
ち
明
け
る
八
木
医
師
。

医
学
部
時
代
も
、他
の
学
生
は
敬
遠
す

る
研
究
実
習
に
嬉
々
と
し
て
取
り
組
み
、

研
究
テ
ー
マ
が
多
い
か
ら
と
皮
膚
科
の

分
野
へ
。卒
業
後
に
京
都
大
学
の
医
局

に
入
る
道
を
選
ん
だ
の
も
、「
関
西
の

傑
出
し
た
研
究
拠
点
だ
か
ら
」と
い
う

徹
底
ぶ
り
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
研
究
に
対
す
る
情
熱
が
、臨

床
へ
と
移
って
いっ
た
の
は
、京
都
大
学
の

大
学
院
生
だ
っ
た
と
き
。「
周
り
の
優
秀

な
研
究
者
た
ち
と
し
の
ぎ
を
削
る
よ
り
、

ひ
と
り
の
臨
床
医
と
し
て
、患
者
さ
ん

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
全
う
し
た
い

と
思
っ
た
ん
で
す
」。自
身
を
研
究
に

惹
き
つ
け
て
い
た
の
は
、〝
分
か
ら
な
い

こ
と
が
分
か
る
〞喜
び
。た
と
え
研
究
の

最
前
線
に
立
た
な
く
て
も
、そ
の
す
ば

ら
し
い
知
を
、必
要
と
す
る
人
の
た
め
に

活
か
す
こ
と
は
で
き
る
。そ
う
思
う
か

ら
こ
そ
、多
忙
な
日
々
の
な
か
で
も
、

常
に
新
し
い
研
究
事
例
な
ど
の
情
報

収
集
に
努
め
て
い
る
。

　「
大
学
院
時
代
に
研
究
し
て
い
た

の
は
、〝
傷
の
治
り
方
〞。ど
う
す
れ
ば

術
後
の
傷
を
よ
り
き
れ
い
に
治
せ
る
か

な
ど
、当
院
の
皮
膚
科
で
も
活
か
せ
る

こ
と
が
多
い
で
す
」。八
木
医
師
い
わ
く
、

最
先
端
の
研
究
は
、皮
膚
科
の
治
療
に

も
飛
躍
的
な
発
展
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
。「
た
と
え
ば
、病
気
の
も
と
に

な
る
タ
ン
パ
ク
質
を
抑
え
る
治
療
法
が
、

次
々
と
発
見
さ
れ
て
い
て
、そ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で

太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た
病
気
に

も
、き
っ
と
対
処
で
き
る
よ
う
に
な

る
は
ず
で
す
」。諦
め
ず
に
努
力

し
続
け
れ
ば
、い
つ
か
必
ず
道
が

開
か
れ
る
。八
木
医
師
の
好
き
な

〝
為
せ
ば
成
る
〞と
い
う
言
葉
は
、

研
究
や
治
療
へ
の
地
道
な
取
り
組

み
の
原
動
力
で
も
あ
っ
た
。

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
当
院
に

入
職
し
た
八
木
医
師
、実
は
過
去
に

も
当
院
に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

「
前
に
比
べ
て
働
き
方
が
見
直
さ
れ
、

業
務
に
集
中
で
き
る
体
制
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
」。令
和
４
年
に
は
自
ら

が
、皮
膚
科
を
束
ね
る
部
長
に
就
任
。

「
み
ん
な
で
協
力
し
て
、ス
タ
ッ
フ
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
め
ざ
す
働
き
方
を

実
現
で
き
た
ら
」と
、科
の
今
後
を
展

望
し
て
い
る
。「
皮
膚
科
の
診
断
に
大
切

な
の
は
、し
っ
か
り
と
目
や
触
診
で
患
部

の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
。時
間
が
か

か
る
治
療
の
場
合
に
は
、あ
ら
か
じ
め

患
者
さ
ん
に
心
構
え
を
し
て
も
ら
い
、

二
人
三
脚
で
歩
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
」。そ
う
し
た
丁
寧
な
ケ
ア
を
行

う
た
め
に
も
、ま
ず
医
療
側
の
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
。「
た
と

え
薬
や
治
療
法
が
前
回
の
診
察
と
変

わ
ら
な
く
て
も
、新
し
い
情
報
な
ど
を

伝
え
る
こ
と
で
、〝
来
て
よ
か
っ
た
〞と
満

足
し
て
も
ら
え
る
科
を
め
ざ
し
た
い
」

と
語
る
八
木
医
師
。研
究
へ
の
視
線
が
、

患
者
さ
ん
への
ま
な
ざ
し
に
変
わ
って
も
、

そ
の
熱
意
は
変
わ
ら
な
い
。

〝
受
診
し
て
よ
か
っ
た
〞と
、

満
足
さ
れ
る
皮
膚
科
で
あ
り
た
い

皮
膚
科
部
長
八
木
洋
輔

研
究
に
没
頭
し
た
日
々
が

今
も
診
療
に
活
き
て
い
る

自
ら
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
に
も

ゆ
と
り
あ
る
診
察
を

Y
O
S
U
K
E
 
Y
A
G
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シ
リ
ー
ズ

「
何
食
べ
た
い
？
」と
聞
か
れ
た
ら

「
カ
レ
ー
」一
択

情
熱
の
白
衣
医
師
の
素
顔
●83

大阪府出身。平成17年広島大学医学部卒業。京都大学医学部附属病院皮膚科で研修後、天理よろづ相談所病院に入職。平成21年京都大学大学院医学研究科へ進み、研究に没頭。
平成26年大阪赤十字病院、福井赤十字病院を経て、令和3年4月より再び当院へ。令和4年4月より現職。

★新型コロナウイルス感染症対策により、マスク着用での取材とさせていただきました。

　
か
ぶ
は
白
菜
や
キ
ャベツ
と
同
じ
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
で
す
。関
西
地
方
で
は「
か
ぶ
ら
」、春
の
七
草
で
は

「
す
ず
な
」と
いっ
た
呼
び
方
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。11
月
〜
２
月
の
寒
い
時
期
の
か
ぶ
は
、甘
み
が
強
く

や
わ
ら
か
い
の
が
特
徴
で
す
。あ
っ
さ
り
と
し
た
ク
セ
の
な
い
味
の
た
め
和
洋
中
問
わ
ず
使
用
で
き
、生
で
も

加
熱
調
理
し
て
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
主
に
根
の
部
分
を
食
べ
ま
す
が
、葉
の
部
分
に
も
β
カ
ロ
テ
ン
、ビ
タ
ミ
ン
B2
、カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
が
含
ま
れ

て
お
り
、栄
養
素
は
根
よ
り
葉
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。葉
の
部
分
は
つい
捨
て
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、茹
で
た
も
の
を
細
か
く
刻
ん
で
冷
凍
保
存
す

れ
ば
、料
理
の
彩
り
と
し
て
も
使
用
で
き
る
の
で
、ぜ
ひ
活
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。他
に
も
か
ぶ
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め

の
豆
知
識
を
紹
介
し
ま
す
。

旬
を
味
わ
う

「
か
ぶ
の
ご
ろ
ご
ろ
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
」

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士

光
田
千
穂

ミニ知識 薬剤部 薬事衛生課
森本 美紗子お薬

便
通
は
本
来
、毎
日
あ
る
の
が
健
康
な
状
態
で
す
。排
便
が
３
日
以
上
な
か
っ
た
り
、

便
が
硬
く
て
量
が
少
な
く
、残
便
感
が
あ
っ
た
り
す
る
状
態
を『
便
秘
』と
呼
び
ま
す
。

多
く
は
、水
分
や
食
事（
主
に
食
物
繊
維
）の
摂
取
不
足
、ス
ト
レ
ス
、運
動
量
の
減
少
、加
齢

な
ど
に
よ
り
腸
の
動
き
が
低
下
す
る
こ
と
で
生
じ
、年
々
患
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
便
秘
は
生
活
の
質
を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、心
血
管
疾
患
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

病
気
の一因
と
な
る
た
め
、し
っ
か
り
治
療
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
下
剤
を
選
ぶ
際
に
は
、便
秘
の
状
態
や
下
剤
の
特
徴
、体
質・生
活
習
慣
な
ど
を
考
慮
し

て
自
分
に
あ
っ
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
で
す
。今
回
紹
介
し
た
下
剤
以
外
に
も
、

近
年
新
し
い
作
用
の
下
剤
が
多
数
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。便
秘
で
お
困
り
の
方
は
、医
師
、

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

冬

『
便
秘
』の
お
話

20代の頃からハマっているのが、
劇団の舞台鑑賞です。

3個
小さじ1
200cc
200cc
5ｇ

小さじ1/3
適量
適量

2～3枚
適量

〈材料〉（2人分）
かぶ
コンソメ
水
牛乳
バター
塩
こしょう
かぶの葉
ベーコン
オリーブオイル

〈作り方〉
❶4等分にしたかぶ、コンソメ、水を鍋
　に入れてフタをし、弱火で15分程度
　加熱する。
❷かぶがやわらかくなったら、お玉や
　フォークなどで形が残る程度に潰し、
牛乳、バター、塩、こしょうを加え
ひと煮立ちさせる。

❸かぶの葉をみじん切り、ベーコンは
　細切りにして、フライパンにオリー
　ブオイルを入れて炒める。
❹スープを器に盛り、③をのせて完成。

❶
適
度
な
便
の
量

❷
便
を
適
度
な
軟
ら
か
さ
に
保
つ
た
め
の
水
分

❸
便
を
押
し
出
す
た
め
の
腸
の
適
度
な
動
き

■
便
秘
を
改
善
す
る
に
は

　
こ
れ
ら
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
く
た
め
に
は
、規
則
正
し
い
生
活
習
慣
が
大
切
で
す
が
、下
剤
を

使
わ
な
け
れ
ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。下
剤
に
は
大
き
く
分
け
て
刺
激
性

下
剤
と
非
刺
激
性
下
剤
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
便
秘
を
改
善
す
る
に
は
、次
の
３
点
が
必
要
で
す
。

腸
を
直
接
刺
激
し
て
ぜ
ん
ど
う
運
動
を
引
き
起
こ
し
、便
を
排
出

効

   

能
効
き
目
を
実
感
し
や
す
い

メ
リ
ッ
ト

お
腹
が
痛
く
な
る
こ
と
が
あ
る
／
癖
に
な
り
や
す
い

デ
メ
リ
ッ
ト

・
セ
ン
ナ（
ヨ
ー
デ
ル
®
／
ア
ロ
ー
ゼ
ン
®
）

・
セ
ン
ノ
シ
ド（
プ
ル
ゼ
ニ
ド
®
）

・
ピ
コ
ス
ル
フ
ァ
ー
ト
ナ
ト
リ
ウ
ム（
ラ
キ
ソ
ベ
ロ
ン
®
）　
な
ど

代
表
的
な
薬
剤

◆
刺
激
性
下
剤腸

に
水
分
を
集
め
る
こ
と
で
便
を
軟
ら
か
く
し
、排
出
し
や
す
く
す
る

お
腹
が
痛
く
な
り
に
く
い
／
癖
に
な
り
に
く
い

腎
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
は
注
意
が
必
要

・
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム（
マ
グ
ミ
ッ
ト
®
）　
な
ど

代
表
的
な
薬
剤

◆
非
刺
激
性
下
剤

昨年10月に
鑑賞した舞台の
パンフレット

・
葉
が
み
ず
み
ず
し
い
も
の
、茎
の
付
け
根
が
淡
い
緑
色
の

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
葉
を
付
け
た
ま
ま
に
す
る
と
根
の
水
分
が
奪
わ
れ
て
し

ま
う
た
め
、葉
は
切
り
落
と
し
て
別
々
に
保
存
し
ま

し
ょ
う
。

・
よ
り
鮮
度
を
保
つ
た
め
に
、立
て
た
状
態
に
し
て
冷
蔵
庫

で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

効

   

能

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

休日は愛娘と近所の
公園に出かけてリフレッシュ。
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紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

◆ 院　長／宋  大光
◆ 診療科／児童精神科、心療内科
◆ 住　所／大阪市中央区玉造１－５－７
◆ 電　話／０６－４３０３－５６８３
◆ 診療時間

特長

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

地域の皆さまへ

　
私
は
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

や
緩
和
ケ
ア
外
来
で
活
動

し
て
い
ま
す
。そ
の
な
か
で
、

多
く
の
が
ん
患
者
さ
ん
か

ら「
同
じ
病
気
の
人
っ
て
ど

う
や
って
生
活
し
て
る
の
？
」、

「
同
じ
病
気
の
人
と
話
す

場
所
や
機
会
が
あ
れ
ば
い

い
の
に
」と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
て
き
ま
し
た
。私
た
ち

医
療
者
は
、常
に
患
者
さ

ん
の
伴
奏
者
と
し
て
治
療

や
ケ
ア
の
方
法
、苦
痛
の
緩

和
な
ど
に
つい
て
具
体
的
に

提
案
し
た
り
、よ
り
良
い
解

決
方
法
を
と
も
に
検
討
し

た
り
し
て
い
ま
す
。一方
で
、

当
事
者
同
士
で
し
か
分
か

り
合
え
な
い
治
療
中
の
不

安
、生
活
や
社
会
復
帰
な

ど
に
関
す
る
悩
み
が
数
多

く
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

そ
こ
で
、患
者
さ
ん
同
士
の

支
え
合
い
の
場
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
同
士
の
支
え

合
い
の
場
は
以
下
の
通
り
、

患
者
会
、患
者
サ
ロ
ン
、ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
基
本
的

な
情
報
は
書
籍
や
雑
誌
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、当
院
の

『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
本
館
２
階
１
番
窓
口
）』

で
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　〝
患
者
さ
ん
同
士
が
支
え
合
う
こ
と
〞の
良

い
面
と
し
て
、①
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
ひ
と

り
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
、気
持
ち
が

楽
に
な
る
。②
ほ
か
の
患
者
さ
ん
の
経
験
談

を
聞
く
こ
と
で
、悩
み
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト

を
得
た
り
、問
題
と
の
付
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
で
き
る
。③
実
際
の
体
験
に
基
づ
い
た

解
決
方
法
を
伝
え
合
え
る
。④
が
ん
の
体
験

を
人
に
話
す
こ
と
に
よ
り
、自
分
の
気
持
ち

が
整
理
で
き
る
。⑤
自
分
の
体
験
が
ほ
か
の

患
者
さ
ん
や
家
族
を
支
援
す
る
力
に
な
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。が
ん
患
者
さ
ん
の

な
か
に
は
、「
親
や
子
ど
も
、配
偶
者
に
ど
う

病
気
を
伝
え
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」、

「
自
分
の
つ
ら
さ
を
分
か
って
も
ら
え
な
い
」と
、

孤
独
を
感
じ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
つ
ら
さ
を
少
し
で
も
解
決
で

き
る
よ
う
、当
院
で
も
が
ん
患
者
サ
ロ
ン

『
ク
ロ
ス
＋
カ
フ
ェ
』を
開
設
し
ま
し
た
。

か か り つ け 医 をもちましょう
登録医
紹介

当院は『接遇』・『精神療法（カウンセ
リング）』・『療育（応用行動分析）』の3つに
力を入れて診療しています。接遇は患者さん
の気持ちが楽になるための基礎であると考
えています。精神療法とは精神科医や心理
士が患者さんやご家族との対話で行う治療です。療育は心理士が発達に遅れの
あるお子さんに発達を促すかかわりをご家族に直接お見せし、それをご自宅や
普段の生活のなかで実践していただいています。

地域の皆さまだけでなく、来てくださるすべての方の気持ちが
楽になるよう努めています。当院に入られてから出られるまで、つまり『受付→精神
科医または心理士→看護師→受付』というプロセスのすべてが治療であると考え
ています。
今後も小さな規模でコツコツと、一日一日を積み重ねていきたいです。

宋こどものこころ醫院

vol.54

TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

そう い    いん

月 火　 水 木 金　土
午前（  9：00～12：30）
午後（14：00～17：30）

外　来

土曜日は9:00～13:00

▶宋 大光院長

▼当院スタッフ

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。

■休診日／水曜・日曜・祝日

◆ 院　長／三宅 直子
◆ 診療科／眼科一般、コンタクトレンズ
◆ 住　所／東大阪市長栄寺１１－９ カーサセリオ１Ｆ
◆ 電　話／０６－６７８４－４１１３
◆ 診療時間

特長

地域の皆さまへ

東大阪市に開業して31年になりま
す。「心を大切にする医療を提供すること」と
「その人に応じた最適の治療を提供すること」を医院理念とし、笑顔と心配りと分か
りやすい説明で、患者さんに安心してもらい元気になってもらえる医院を目標とし
ています。アットホームな雰囲気を心がけており、親子三代にわたり来院されたり、
遠方から来院されたりする方も数多くおられることが、当院の誇りです。

子どもの視力および弱視や斜視の早期発見に力を注いでい
ます。大人ではドライアイや眼鏡のトラブルによる眼精疲労、緑内障は早期発見が
重要ですので、ぜひとも受診をお勧めします。白内障の手術はご希望の病院を
紹介しています。当院では幅広い年代にわたり、それぞれに応じた的確な検査と
治療を行うことを心がけています。
緊急時以外にも迅速に対応していただける大阪赤十字病院に、多くの患者さんを
紹介しています。

医療法人裕心会 三宅眼科
い    りょう ほう  じん み   やけ  がん   かゆう  しん  かい

月 火　 水 木 金　土
午前（10：00～13：00）
午後（16：00～18：30）

外　来

▼外観

▼当院スタッフ

■休診日／木曜・日曜・祝日

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
状
況

　
に
よ
り
、変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

患者会

同じ病気や障害、
症状など、何らか
の共通する患者
体験を持つ人たち
が集まり、自主的
に運営する会の
こと

患者サロン

患者さん・ご家族
など、同じ立場の
人が、がんのこと
を気軽に本音で
語り合う交流の場
のこと

ピアサポート
ピア（Peer）とは
「仲間」という意味
で、同じような悩み
や経験を持つグル
ープのなかで、同
じ仲間として対等
な立場で行われる
支援のこと

▼患者さん同士の支え合いの場

がんサロン『クロス　カフェ』をはじめました
がん看護専門看護師　小木曽 照子

〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ

　
令
和
４
年
12
月
１
日
か

ら「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

図
書
活
動（
以
下『
図
書
活

動
』」を
再
開
し
、入
院
中
の

患
者
さ
ん
に
本
を
借
り
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。当
院
の
図
書
活
動
は
、

昭
和
41
年
６
月
に
ス
テ
ィ
グ

マ

イ
ヤ
ー
駐
日
米
国
総
領
事

夫
人
が
来
院
し
、図
書
基
金

と
し
て
多
額
の
援
助
を
賜
っ

た
こ
と
に
よ
り
設
立
さ
れ
た「
愛
の
図
書
室
」活
動
に
由
来
し

ま
す
。そ
し
て
、図
書
活
動
に
賛
同
し
た
方
々
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
病
院
に
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、翌
年
の
昭
和
42
年
10

月
に「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
よ

う
に
、図
書
活
動
は
当
院
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ル
ー
ツ

（
起
源
）と
位
置
付
け
ら
れ
、現
在
に
至
る
ま
で
55
年
間
も
続
く

歴
史
あ
る
活
動
と
な
って
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、長
き
に
わ
た
り
図
書
室
を
開
放
し
、各
病
棟

デ
イ
ル
ー
ムへの
移
動
図
書

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
う

行
動
制
限
に
よ
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
の
活
動
が
停
止

と
再
開
を
繰
り
返
す
な
ど

不
安
定
な
状
態
が
続
き
、

図
書
活
動
は
令
和
２
年

２
月
よ
り
約
３
年
間
休
止

※営業時間外は安全面の観点から施錠しており、
　フリースペースもご利用いただけませんのでご注意ください。

平日 10：00～16：00

2階に新店舗がオープンしました！2階に新店舗がオープンしました！

お
問
い
合
わ
せ
先

大
阪
赤
十
字
病
院
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

0
6（
6
7
7
4
）5
1
5
1

電
話
：

営業時間

ロイヤルデリ

令和４年10月末日を以って閉店したレストラン「ロイヤル」の跡地に、
12月7日（水）より期間限定の新店舗がオープンしました。
他の店舗で購入した商品も持ち込めるフリースペースも
併設していますので、ぜひご活用ください。

★
各
病
棟
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に

「
図
書
目
録（
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
や

マ
ン
ガ
な
ど
３
、０
０
０
冊
掲
載
）と
図
書
貸
出

依
頼
票
」の
フ
ァ
イ
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▲入口

利
用
手
順

●「
図
書
目
録
」か
ら
、好
き
な
本・読
ん
で
み
た
い

本
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

●「
図
書
貸
出
依
頼
票
」に
記
入
し
、お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
本
を
病
棟
へ
お
届
け

し
ま
す
。

←

　
こ
の
先
も
当
面
の
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
対
策
と
し
て
面
会
制
限
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

病
気
や
ケ
ガ
で
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
の
心
身
の

苦
痛
を
、読
書
を
通
じ
て
少
し
で
も
癒
し
て
い
た
だ
く
一
助
に

な
れ
ば
と
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、入
院
の
際

に
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、図
書
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
支
援
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

←

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の        

                 

　
　
　
　
　」を
再
開
し
ま
し
た
！

活
動

図
書

し
て
い
ま
し
た
。

　
再
開
後
は
、従
前
と
同
じ
活
動
が
困
難
な
こ
と
か
ら
新
た

な
方
式
に
変
更
し
運
営
し
て
い
ま
す
。

『
ク
ロ
ス
＋
カ
フ
ェ
』は
、が
ん
患
者

さ
ん
同
士
が
自
分
の
思
い
や
気
持

ち
、経
験
な
ど
を
語
り
合
い
、分
か

ち
合
う
場
で
す
。

★
次
回
の
が
ん
サ
ロ
ン「
ク
ロ
ス
＋

カ
フ
ェ
」開
催
の
お
知
ら
せ

開
催
日

３
月
１
日（
水
）11
時
〜
12
時

対

象

当
院
に
通
院
中
の
が
ん
患
者

さ
ん
と
ご
家
族
。年
齢・性
別・

が
ん
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症対策として
各テーブルにアクリル板を設置しています。

フリースペース
ミスタードーナツ
（テイクアウト販売のみ）

▲図書室の書棚

▲書籍お届け作業

温めるだけでお召し上がりいただける、レストラン
品質の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。
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紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

◆ 院　長／宋  大光
◆ 診療科／児童精神科、心療内科
◆ 住　所／大阪市中央区玉造１－５－７
◆ 電　話／０６－４３０３－５６８３
◆ 診療時間

特長

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

地域の皆さまへ

　
私
は
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

や
緩
和
ケ
ア
外
来
で
活
動

し
て
い
ま
す
。そ
の
な
か
で
、

多
く
の
が
ん
患
者
さ
ん
か

ら「
同
じ
病
気
の
人
っ
て
ど

う
や
って
生
活
し
て
る
の
？
」、

「
同
じ
病
気
の
人
と
話
す

場
所
や
機
会
が
あ
れ
ば
い

い
の
に
」と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
て
き
ま
し
た
。私
た
ち

医
療
者
は
、常
に
患
者
さ

ん
の
伴
奏
者
と
し
て
治
療

や
ケ
ア
の
方
法
、苦
痛
の
緩

和
な
ど
に
つい
て
具
体
的
に

提
案
し
た
り
、よ
り
良
い
解

決
方
法
を
と
も
に
検
討
し

た
り
し
て
い
ま
す
。一方
で
、

当
事
者
同
士
で
し
か
分
か

り
合
え
な
い
治
療
中
の
不

安
、生
活
や
社
会
復
帰
な

ど
に
関
す
る
悩
み
が
数
多

く
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

そ
こ
で
、患
者
さ
ん
同
士
の

支
え
合
い
の
場
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
同
士
の
支
え

合
い
の
場
は
以
下
の
通
り
、

患
者
会
、患
者
サ
ロ
ン
、ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
基
本
的

な
情
報
は
書
籍
や
雑
誌
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、当
院
の

『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
本
館
２
階
１
番
窓
口
）』

で
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　〝
患
者
さ
ん
同
士
が
支
え
合
う
こ
と
〞の
良

い
面
と
し
て
、①
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
ひ
と

り
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
、気
持
ち
が

楽
に
な
る
。②
ほ
か
の
患
者
さ
ん
の
経
験
談

を
聞
く
こ
と
で
、悩
み
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト

を
得
た
り
、問
題
と
の
付
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
で
き
る
。③
実
際
の
体
験
に
基
づ
い
た

解
決
方
法
を
伝
え
合
え
る
。④
が
ん
の
体
験

を
人
に
話
す
こ
と
に
よ
り
、自
分
の
気
持
ち

が
整
理
で
き
る
。⑤
自
分
の
体
験
が
ほ
か
の

患
者
さ
ん
や
家
族
を
支
援
す
る
力
に
な
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。が
ん
患
者
さ
ん
の

な
か
に
は
、「
親
や
子
ど
も
、配
偶
者
に
ど
う

病
気
を
伝
え
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」、

「
自
分
の
つ
ら
さ
を
分
か
って
も
ら
え
な
い
」と
、

孤
独
を
感
じ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
つ
ら
さ
を
少
し
で
も
解
決
で

き
る
よ
う
、当
院
で
も
が
ん
患
者
サ
ロ
ン

『
ク
ロ
ス
＋
カ
フ
ェ
』を
開
設
し
ま
し
た
。

か か り つ け 医 をもちましょう
登録医
紹介

当院は『接遇』・『精神療法（カウンセ
リング）』・『療育（応用行動分析）』の3つに
力を入れて診療しています。接遇は患者さん
の気持ちが楽になるための基礎であると考
えています。精神療法とは精神科医や心理
士が患者さんやご家族との対話で行う治療です。療育は心理士が発達に遅れの
あるお子さんに発達を促すかかわりをご家族に直接お見せし、それをご自宅や
普段の生活のなかで実践していただいています。

地域の皆さまだけでなく、来てくださるすべての方の気持ちが
楽になるよう努めています。当院に入られてから出られるまで、つまり『受付→精神
科医または心理士→看護師→受付』というプロセスのすべてが治療であると考え
ています。
今後も小さな規模でコツコツと、一日一日を積み重ねていきたいです。
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東大阪市に開業して31年になりま
す。「心を大切にする医療を提供すること」と
「その人に応じた最適の治療を提供すること」を医院理念とし、笑顔と心配りと分か
りやすい説明で、患者さんに安心してもらい元気になってもらえる医院を目標とし
ています。アットホームな雰囲気を心がけており、親子三代にわたり来院されたり、
遠方から来院されたりする方も数多くおられることが、当院の誇りです。

子どもの視力および弱視や斜視の早期発見に力を注いでい
ます。大人ではドライアイや眼鏡のトラブルによる眼精疲労、緑内障は早期発見が
重要ですので、ぜひとも受診をお勧めします。白内障の手術はご希望の病院を
紹介しています。当院では幅広い年代にわたり、それぞれに応じた的確な検査と
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月
に「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
よ

う
に
、図
書
活
動
は
当
院
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ル
ー
ツ

（
起
源
）と
位
置
付
け
ら
れ
、現
在
に
至
る
ま
で
55
年
間
も
続
く

歴
史
あ
る
活
動
と
な
って
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、長
き
に
わ
た
り
図
書
室
を
開
放
し
、各
病
棟

デ
イ
ル
ー
ムへの
移
動
図
書

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
う

行
動
制
限
に
よ
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
の
活
動
が
停
止

と
再
開
を
繰
り
返
す
な
ど

不
安
定
な
状
態
が
続
き
、

図
書
活
動
は
令
和
２
年

２
月
よ
り
約
３
年
間
休
止

※営業時間外は安全面の観点から施錠しており、
　フリースペースもご利用いただけませんのでご注意ください。

平日 10：00～16：00

2階に新店舗がオープンしました！2階に新店舗がオープンしました！

お
問
い
合
わ
せ
先

大
阪
赤
十
字
病
院
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

0
6（
6
7
7
4
）5
1
5
1

電
話
：

営業時間

ロイヤルデリ

令和４年10月末日を以って閉店したレストラン「ロイヤル」の跡地に、
12月7日（水）より期間限定の新店舗がオープンしました。
他の店舗で購入した商品も持ち込めるフリースペースも
併設していますので、ぜひご活用ください。

★
各
病
棟
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に

「
図
書
目
録（
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
や

マ
ン
ガ
な
ど
３
、０
０
０
冊
掲
載
）と
図
書
貸
出

依
頼
票
」の
フ
ァ
イ
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▲入口

利
用
手
順

●「
図
書
目
録
」か
ら
、好
き
な
本・読
ん
で
み
た
い

本
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

●「
図
書
貸
出
依
頼
票
」に
記
入
し
、お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
本
を
病
棟
へ
お
届
け

し
ま
す
。

←

　
こ
の
先
も
当
面
の
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
対
策
と
し
て
面
会
制
限
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

病
気
や
ケ
ガ
で
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
の
心
身
の

苦
痛
を
、読
書
を
通
じ
て
少
し
で
も
癒
し
て
い
た
だ
く
一
助
に

な
れ
ば
と
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、入
院
の
際

に
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、図
書
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
支
援
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

←

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の        

                 

　
　
　
　
　」を
再
開
し
ま
し
た
！

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の        

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の        
        

」」」

        

活
動

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

     

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

図
書

し
て
い
ま
し
た
。

　
再
開
後
は
、従
前
と
同
じ
活
動
が
困
難
な
こ
と
か
ら
新
た

な
方
式
に
変
更
し
運
営
し
て
い
ま
す
。

『
ク
ロ
ス
＋
カ
フ
ェ
』は
、が
ん
患
者

さ
ん
同
士
が
自
分
の
思
い
や
気
持

ち
、経
験
な
ど
を
語
り
合
い
、分
か

ち
合
う
場
で
す
。

★
次
回
の
が
ん
サ
ロ
ン「
ク
ロ
ス
＋

カ
フ
ェ
」開
催
の
お
知
ら
せ

開
催
日

３
月
１
日（
水
）11
時
〜
12
時

対

象

当
院
に
通
院
中
の
が
ん
患
者

さ
ん
と
ご
家
族
。年
齢・性
別・

が
ん
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症対策として
各テーブルにアクリル板を設置しています。

フリースペース
ミスタードーナツ
（テイクアウト販売のみ）

▲図書室の書棚

▲書籍お届け作業

温めるだけでお召し上がりいただける、レストラン
品質の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。
温めるだけでお召し上がりいただける、レストラ

品品品品品品品品品品品品品品品質質質質質質質質質質質質質質質の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。の「フローズンミール（冷凍食品）」を販売しています。

7 6

Believe83.indd   8 2023/01/17   10:05



ニュース ＆ イベント

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

シリーズ 皮膚科部長 八木 洋輔情熱の白衣 医師の素顔● 看護師レポート83

大阪赤十字病院の理念

特 集

2023
冬　号

VOL.83

食だより／冬　旬を味わう「かぶのごろごろポタージュスープ」　　お薬ミニ知識／『便秘』のお話　　〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ
かかりつけ医をもちましょう　　2階にミスタードーナツ、ロイヤルデリがオープンしました！／『病院ボランティア会の図書活動』を再開しました！
Topics Box〈ニュース＆イベント〉

News 3年ぶりにクリスマスツリーを
設置しました

　11月21日から12月26日まで、正面玄関にクリスマス
ツリーを設置しました。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた
取り組みとして設置を自粛していたため
3年ぶりのお披露目となり、正面玄関が
華やかになりました。

News NHK海外たすけあい募金に
ご協力ありがとうございました

　当院では12月1日～25日まで院内各所へ募金箱を設置し、皆さまから23,059円
もの心温まるご寄付をいただきました。募金にご協力いただいた皆さま、ありがとう
ございました。今後とも赤十字活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

News本誌「びり～ぶ」について
皆さまのお声をお聞かせください

　今後も皆さまの声を反映しながら、よりよい情報誌にしていき
たいと考えています。ぜひ、皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ
ください。ご協力をお願いいたします。

無機抗菌剤・印刷・印刷面
JP0122518A0001V

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
病院のご案内

https://www.osaka-med.jrc.or.jp

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和5年1月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111■お問い合わせ （代表）
大阪赤十字病院

人事異動情報 （令和４年９月１日付～12月1日付）

「ステンドグラスの葉」 山田 恵子（エイブルアート・カンパニー所属  https://www.ableartcom.jp)

　　 　〈10月1日付〉●腎臓内科部／福島　知穂（専攻医）／山岡　諭史（専攻医）／
西岡　敬祐（非常勤嘱託医師）　●循環器内科部／髙橋　由樹（非常勤嘱託医師）　●脳神
経内科部／野村　倫子（専攻医）　●乳腺外科部／田中 崇誉（専攻医）　●消化器外科部
／沈　由剛（専攻医）　●心臓血管外科部／髙井 文恵（医長）　●皮膚科部／佐々木 洋香
（医師）　●小児科部／白石　恵（専攻医）　●呼吸器内科部／貴志　亮太（専攻医）　●呼吸
器外科部／熊谷　陽介（専攻医）　●脳神経外科部／笹ケ迫 知紀（医師）　●放射線診断
科部／中島　宏徳（医師）　●麻酔科・集中治療部／黒田　友顯（医師）　●救急科部
／徳山　裕貴（専攻医）　●病理診断科部／桜井 孝規（部長）／藤井　大岳（専攻医）
〈11月1日付〉●産婦人科部／福井　希実（専攻医）　〈12月1日付〉●脳神経外科部／
上村 絋也（医師）

採用

　　 　〈9月30日付〉●腎臓内科部／西岡 敬祐（医長）　●循環器内科部／髙橋 由樹
（医長）　●脳神経内科部／玉城　駿介（専攻医）　●心臓血管外科部／辻 崇（医長）
●皮膚科部／藤田　真文（医師）　●小児科部／三谷　一樹（専攻医）　●呼吸器内科部
／田中　佑磨（専攻医）　●脳神経外科部／松川　爽（医師）／笹ケ迫　知紀（非常勤嘱託
医師）／手賀 丈太（非常勤嘱託医師）／永野 祐志（非常勤嘱託医師）／西脇 崇裕貴
（非常勤嘱託医師）　●麻酔科・集中治療部／黒田 友顯（常勤嘱託医師）　●病理診断
科部／嶋田 俊秀（主任部長）／桜井　孝規（非常勤嘱託医師）　〈11月30日付〉●脳神経
外科部／呉　浩一（医師）

退職

転入
海外の紛争、災害、病気で苦しむ人々を支援することを目的に、昭和58年2月から始まった
『海外たすけあい募金』は今年で40回目を迎えます。日赤の国際活動の多くが、このキャン
ペーンの寄付で実施されています。集められた寄付金は、例えば海外で地震、洪水、干ばつ
など災害が起きたときには、被災国の赤十字社からの要請に基づいて、国際赤十字の枠組み
を通して現地の赤十字社に資金が送られます。現地では、国際赤十字の調整のもとに、食料や
緊急救援物資などの購入や、地元に根差した現地赤十字職員やボランティアが物資の配布や
救援活動を行います。また、日本から日赤の職員を派遣して活動していることもあります。

海外たすけあいって？

アンケート方法
右記のQRコードを
携帯電話で読み取り、
回答後、送信してください

https://www.jrc.or.jp赤十字全般

LINE
初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０
再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５

診察券は全科共通で使用いたしますので、
ご来院時には必ずお持ちください。

土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日

平日／１４:００～１９:００ 休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００
小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００
保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

■保険証等

■ご 面 会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　

■診 察 券
■休 診 日

随時配信中！

〈10月1日付〉●心臓血管外科部／西尾 博臣（医長）
転出 〈11月1日付〉●産婦人科部／石田　憲太郎（医師）

フォローしてね友だち登録してね

当院は
敷地内全面
禁煙です
ご理解とご協力を
お願いします。

個人として資金を拠出された場合

についてご 寄 付

TEL ： 06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置 ■表彰制度

●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 社長感謝状

3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書

〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で500万円以上
　　法人・団体の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で1,000万円以上

寄付金の全額（ただし、上限は寄付者の年間
所得額の40％）から2千円を差し引いた額が
寄付者の年間所得総額から控除されます。
（所得税法第78条第2項第3号）

法人として資金を拠出された場合

●特定公益増進法人に対する寄付金の損金算
入限度額を損金に算入することができます。
（法人税法第37条第4項）

ご寄付の連絡先

2.支部長表彰状（感謝状）  
　個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき

※国の表彰については、表彰を代行申請するものであり、ご受章をお約束するものではありません。また、代行申請にあたり別途ご提出いただく書類があります。

日本赤十字社に対してなされた活動資金のご協力
は、税制上の優遇措置が受けられます。

日本赤十字社では、ご寄付いただいた方・法人に対し下記のとおり感謝状などをお贈りしています。

※寄付金損金算入限度額については、法人の資本や
所得金額によって異なります。限度額については税務

　署や税理士の方にご確認ください。

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に励みます。

https://www.osaka-med.jrc.or.jp
ご寄付の方法については、当院ホームページにも掲載しています。

皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

大動脈弁狭窄症について
令和4年12月『ハイブリッド手術室』完成！
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